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気が付くと来週からもう１０月 

 

さわやかな秋晴れの下、ほとんどの国民が安倍元首相の突然の逝去を悲しみ哀悼の念を捧

げた国葬が武道館で開かれ故人の生前の活躍に改めて思いを馳せながらの１日となった。厳

重な警戒体制の下、そうした世界の要人が集まる国葬が執り行われる中で株式相場は海外株

安にも関わらず比較的底堅い展開となった。気が付くと今年もはや来週からは１０月となる。

米国の政策金利上昇で米国株には調整ムードが広がり、NYダウが２万９０００ドルに接近。

ＮＡＳＤＡＱも１万ポイントに接近中で、日本株にもその余波が押し寄せている。恐らく投

資家各位の運用成果も停滞気味となっていると推察され、調整局面でなかなか手が出ない状

況になっている。様々な事情で換金売りが出て３月安値を下回る銘柄も散見される中で迎え

る１０月相場。過去の株価の変動を捉えれば格好の投資チャンスがやってきていると思えな

くもないが、個人投資家にとっても機関投資家にとっても悩ましい展開が続く。 

投資家の期待が膨らむ筈のＩＰＯ市場では悲喜こもごもの株価変動の物語が繰り広げられ、

上場後に株価が大きく上昇した銘柄もあれば下落したままで下値模索を続ける銘柄もあり、

全体相場の調整の中で落胆した投資家の投げすら相次いで出ているように思われる。今年は

これまで２２日にＩＰＯしてきたＦＰパートナー（７３８８）までの４６銘柄がＩＰＯを果

たしているが、今週は本日から６銘柄が月末まで登場する予定となっている。 

本日２８日は３銘柄（ファインズ５１２５、グラッドキューブ９５６１、キットアライブ

５０３９）が一気に上場。明日２９日は２銘柄（ポーターズ５１２６，プログリット９５６

０）、３０日はグッピーズ（５１２７）の上場が予定されている。９月１３日の先端エンジニ

アリング事業を展開するジャパニアス（９５５８）が９７％上昇、在宅医療分野の業務支援

を行うｅＷｅＬＬ（５０３８）は公開価格に対して初値は２．３倍となり、いずれもその後

も上値を追うなど明るさも出てはきたが、その後の需給悪の中で長続きしてくれないのがこ

のところのＩＰＯ市場の潮流。保険代理業のＦＰパートナー（７３８８）も初値は公開値に

対して＋５．８％と穏健なスタートとなり、その後一時的に上値を追う展開とはなったがま

た初値水準以下に押してきた。８月までのＩＰＯ４３銘柄のうち時価が公開価格を上回って

いるのは２３銘柄で残りの２０銘柄は下回った状態。それでもＩＰＯ後に株価上昇が顕著に

見られるＡＮＹＣＯＬＯＲ（５０３２）やサンウェルズ（９２２９）、マイクロ波化学（９２

２７）、坪田ラボ（４８９０）、ＥＤＰ（７７９４）、Ｍ＆Ａ総合研究所（９５５２）、ＩＮＴ

ＬＯＯＰ（９５５６）などの銘柄の存在はＩＰＯ市場に一縷の望みを与えている。本日は動

画制作サービスのファインズ、ＷＥＢサイト解析サービス等のＳａａＳ事業を展開するグラ

ッドキューブがグロース市場に登場する。既に１０月も９社のＩＰＯが発表されており、こ

れらの中からも人気化する銘柄が出てくると期待したい。二極化が進むＩＰＯ市場の中に輝

く星のような銘柄をこれからも探し出して頂ければ幸いである。 
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